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中　川　裕　也（掛谷准教授）「 トポロジカル絶縁体相実現に向けた BaBiO3 へのフッ素ドープ効果に
関する研究」






































小　林　拓　真（木本教授）「 異なる伝導型およびドーピング密度を有する SiC の酸化速度とMOS界
面電子物性に関する研究」
SiC の伝導型（n型 /p 型）およびドーピング密度が酸化速度に与える影響を明らかにし、その物理的
要因を様々な分析結果を元に議論した。また、Si 面、A面、M面上に作製したMOSFET を用いて
MOS界面特性を精密に評価し、不純物ドーピングがMOS界面特性に与える影響を明らかにした。


























柴　岡　真　実（川上教授）「 サファイア基板の in-situ 窒化処理による高品質AlGaN/AlN 量子井戸の
成長および光物性評価」
サファイア cおよび a面基板を結晶成長炉内で窒化処理することにより、厚み数ミクロン、貫通転位
密度 109/cm2 台前半のAlN が結晶成長できること見出し、そのメカニズムを解析した。これにより、








































































バッファ層の適用によりサファイア基板上に移動度 130cm2/Vs の In2O3 薄膜を得て、ピンチオフ特性を
示しオンフ比 106 の MOSFETを実証した。電界効果移動度は 60cm2/Vs であった。
鈴　木　健　太（藤田教授）「 デバイス応用に向けたコランダム構造酸化アルミニウムガリウム薄膜の
成長と評価」
Ga2O3 をベースとするコランダム構造（Al, Ga, In）2O3 混晶系におけるヘテロ構造デバイスを念頭に






























黒　瀬　祐　平（松山教授）「 An Asynchronous Control Method for the Power Flow Coloring over a 



































井　上　文　博（守倉教授）「 無線 LANと無線 PANの共存方式の研究」


























































曹　　　效　倫（佐藤（高）教授）「 Interdigital Capacitance Sensor with Capacitance-to-Voltage 





















奥　村　成　皓（佐藤亨教授）「 High-accuracy imaging techniques for medical ultrasound using 






































小　澤　和　樹（石井教授；理化学研究所連携）「 ニューロン新生を伴うExtreme Learning Machines
によるパターン認識」












































































青　木　翔　太（土井教授）「 電子ビーム蒸着MgB2 膜の臨界電流特性に与えるC, Ni, Fe 添加およびア
ニール効果」
MRI 診断装置用のMgB2 超伝導線材の開発のため、C, Ni, Fe ナノパーティクル添加およびアニール
の有効性を実験的に検討した。Ni, Fe は臨界温度 Tc を低下させるものの量子化磁束線のピン止め効果
が高く臨界電流密度 Jc を向上させることを明らかにした。





中　　　順　平（土井教授）「 Fe を基材としたYBa2Cu3Oy 超伝導線材の高臨界電流密度化」














松　澤　崇　之（白井教授）「 Critical Current Properties of MgB2 Wire Cooled by Liquid Hydrogen 





米　田　和　也（白井教授）「 Over Current Characteristics and Thermal Stability of REBCO Tape 





堀　江　裕　輝（白井教授）「 Forced Flow Heat Transfer Characteristics of Liquid Hydrogen from a 



























































































































久保田　結　子（大村教授）「 Relativistic electron precipitation induced by EMIC triggered emissions 



































杜　　　　　邦（中村（裕）教授）「 Modeling Attention Diversity and Measurement by Image 
Sensing」（注意分配のモデル化と画像センシングによる計測）
リハビリテーションへの応用を目指した注意分配の計測手法を検討した。作業中の人間の状況を画像
で観測し、頭部、手、体幹の方向の変化や変化の同期を定量化することにより、複数の対象へ注意を分
配する状態を推定する方法を提案した。
